
盛岡のIT ･AI ･IoT ･DX ･ものづくり の連携プラットフォーム

盛岡市ものづくり推進課 2025 年度委託事業

参加
無料学習交流会

参加者大募集中！ 定員 20 名

岩手県内の企業人（学生も可）対象

キオクシア アイーナ ･いわて県民交流センター
５階 501 会議室

会場

今注目されているデジタル技術について講師からお話しします。

その後、講師から学んだ技術をベースに参加者の皆さんとグループワークを行います。学習交流会とは？

12 10 ㊌ 14:00 ～16:30

昨今、 サイバー攻撃は巧妙化し 、 従来の「 社内にいれば安全」 という考え方では企業

を守れなくなっています 。 その対策として注目されているのが “ ゼロトラスト ” とい

う新しいセキュリティの仕組みです 。

本セミナーでは 、 最新の攻撃事例を踏まえながら 、 現実的なインフラ対策をわかりやす

く解説します 。

ゼロトラストとは 、 “ 社内外を問わず 、 すべてのアクセスを信用せず 、 毎回しっかり

確認する ” という新しいセキュリティの考え方です 。 これにより 「 社内外より 、 必ず身

元確認をしてから入れる安全な仕組み 」 が構築できます 。

お申し込み方法
右記QRコード「お申し込みフォーム」からお願いします

https://x.gd/RUBMo

主催 受託事業者 株式会社IBCソフトアルファ

お問い合わせ 株式会社IBC ソフトアルファ M3 事務局
㊌ 020 -8566 岩手県盛岡市志家町6 -1 IBC放送会館

TEL. 019 -653 -0118 FAX.019 -653 -6694 ｍ3info@ibcsoft.ne.jp
E-Mail

https://morioka -area -technology.jp/ multimonomorioka

ｖ 1.3

三菱電機デジタルイノベーション株式会社

ITインフラソリューション部

日時

講師 和田 宏晃 氏

“うちなんか狙われない”が一番危ない！
～今日から始めるセキュリティ総点検～

テーマ

前回の学習交流会グループワークの様子

画像は Gemini ®にて生成

第４回



1980年新潟県生まれ。2005年に三菱電機インフォメーションテクノロジー(現在の会社の前身)に入社。

保険・金融関連企業、製造業、パートナー企業向けインフラ事業担当を経て、2020年より全業種向けIT

インフラ提案・コンサルティング部門のパートナーグループ(間接販売部門)のグループマネージャーに就

任。全国の小規模から大規模まで、且つあらゆる業種向けのITインフラについてのコンサルティング及び

提案活動を推進中。

プロフィール

和田 宏晃 氏

三菱電機デジタルイノベーション株式会社 第二ビジネスユニット
クラウドプラットフォームソリューション事業 ITインフラソリューション部
パートナーグループマネージャー

グループワーク

★ 講演を聴いての気付きの共有

★ 自社や職場に潜むセキュリティの脅威について意見交換を行います

テーマ変えて学習交流会を予定しています。

さらに

講 師

1 14 ㊌ 2 10 ㊌

2026 2026

左記のＱＲコードからお申し込みください。

お問い合わせ 株式会社IBC ソフトアルファ M3 事務局
㊌ 020 -8566 岩手県盛岡市志家町6 -1 IBC放送会館

TEL. 019 -653 -0118 FAX.019 -653 -6694 ｍ3info@ibcsoft.ne.jp

参加
無料

https://x.gd/RUBMo

E-Mail

https://morioka -area -technology.jp/

multimonomorioka

前回アンケートより

もっと話を聞きたかった 時間が短く感じた グループワークの時間がもう少し長くてもよかった

今後のビジネス展開において１つの手段として勉強になった 今後の活動に活用していきたい

グループワークの人数がちょうどよかった 様々な業種の方々と意見交換できたのがよかった

いずれの回もキオクシア アイーナ で開催します。

同一団体で複数のご参加をいただける際も、
お手数ですがお一人ずつお申し込みください。
前回も好評だった学習交流会です！
早めにお申し込みください！

※会場の都合上、先着 20 名様で締切ります。

にも ､

“うちなんか狙われない”が一番危ない！
～今日から始めるセキュリティ総点検～

抽選で５社にセキュリティ無料診断プレゼント
① ヒアリング：ヒアリングシートをお送りしますので、現状のIT環境や課題をご記入ください。

② 分析：専門家がヒアリング内容をもとに、ITインフラの現状を分析し、診断レポートを作成します。

③ 報告：診断レポートをお届けし、改善の方向性や優先度についてフィードバックします。

内
容
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